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ショッピングモール型ECサイトのための
店舗情報視覚化システム
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概要：ショッピングモール型の Eコマースサイトは，店舗によって管理された数万規模の多数の店舗ペー
ジにより構成される．店舗ページには店舗の特徴（品揃え，価格帯，テイストなど）が反映されており，
ユーザはそれらの特徴を把握することによって，実世界におけるウィンドウショッピングのように店舗単
位の購買活動を行うことができる．しかし，従来の Eコマースサイトでは店舗ページへアクセスする前に
店舗の特徴を把握することが難しいため，ユーザが嗜好に合った店舗ページを探すことが難しいという問
題がある．本稿では，多数の店舗の特徴や店舗間の関連性の視覚化により店舗を検索することができるシ
ステム RakuTenpoを提案する．評価実験では，視覚化による店舗検索の効果を検証するため，従来の店
舗検索システムと RakuTenpoとの比較実験を行った．その結果，RakuTenpoでは店舗の全体像の把握が
容易になり，従来の店舗検索より素早く店舗を回遊できることを確認することができた．
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Abstract: Shopping mall type electronic commerce sites (EC-malls) have gained many users. Each EC-mall
has many store pages created by store owners, and the pages reflect the characteristics of the stores (selection,
pricing, styles, etc.). Customers can grasp the characteristics of each store through its page, and can conduct
store-level shopping, as in real-life window shopping. However, it is difficult to identify the characteristic
of many stores before accessing store pages. In this paper, we propose the “RakuTenpo” interface to visu-
alize store information and to help store-based exploratory searches. In order to validate the effectiveness
of store-based searching, we conducted comparative experiments with conventional store search system and
RakuTenpo. The results show that RakuTenpo allows visual searching of EC-malls, and more effective store
searching is possible compared to conventional store search system.
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1. はじめに

日本では複数の店舗と連携することによって運営を行

う「ショッピングモール型 ECサイト（以降，EC-Mallと

略す）」が ECユーザの過半数（52.1%）の需要を占めてい

る [1]．EC-Mallでは店舗によって管理される店舗ページ

に店舗の品揃え，価格帯，商品テイストなどといった店舗

の特徴が反映されている．ユーザは店舗ページを閲覧する

ことによって店舗の特徴を把握することができ，実世界に
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おけるウィンドウショッピングのように店舗単位で商品を

探索することができる．店舗ページでは人気商品やお勧め

商品，流行商品などを特集しており，キーワード検索やカ

テゴリ検索などでは見つけられないような商品を幅広く

発見することもできる．さらに，店舗ページを回遊するこ

とにより，ユーザが買いたいと思う商品が集まった嗜好に

合った店舗を見つけることができる．

店舗ページを介した商品探索は，店舗にも利益を与える

ことができると考えられる．店舗ページには店舗が勧める

商品や，様々なオケージョンでの利用方法など多くの追加

情報をユーザに伝えることができる．また，商品だけでは

なく店舗自体をユーザに知ってもらうことができ，顧客ロ

イヤリティの底上げにつながる機会を増やすことができ

る．本稿では，「商品を買いたいと思う店舗」を「嗜好に

合った店舗」と定義する．また，「買いたいと思う商品の集

合」を「嗜好」と定義する．

ところが，現在のショッピングモール型 ECサイトにお

いては数万規模の多数の店舗ページがあるため，ユーザが

目的や嗜好に合った店舗を見つけるのは容易ではない．従

来の EC-Mallでは，店舗検索システムを利用することによ

り店舗ページを回遊することができる．しかし，従来のシ

ステムでは情報の多くをテキストによって表現しており店

舗の特徴を素早く把握することが困難であるという問題が

ある．また，テキストによる表現では店舗間の関連性を意

識して店舗を回遊することが難しい．これらの問題を解決

するためには，個々の店舗の特徴や多数ある店舗の全体像

を把握しながら店舗を回遊することができるシステムが必

要であると考えられる．

本稿では，店舗の特徴と店舗間の関連性の情報視覚化に

より，ユーザの嗜好に合った店舗の発見や回遊を支援する

RakuTenpoシステムを提案する．RakuTenpoでは店舗の

特徴を各店舗が扱っている商品情報から抽出して視覚化

する．ユーザは視覚化された情報を選択することによって

キーワード検索を行わずに店舗ページを回遊でき，探索的

検索をすることができる．評価実験では視覚化情報を用

いた店舗検索の効果を検証するため，従来の店舗検索シ

ステムと RakuTenpoとの比較実験を行った．その結果，

RakuTenpoでは各店舗の特徴を把握しながら店舗を検索

することが容易になり，従来の店舗検索システムより素早

く店舗を回遊することが可能であることを確認した．

1.1 関連研究

EC 上の情報探索を支援するために様々な研究が行わ

れている．検索アルゴリズムに関する研究では，Hijikata

ら [2]や Murakamiら [3]が商品の発見性や意外性を向上

させることを目的とした協調フィルタリング手法を提案し

ている．これらのアルゴリズムは，ユーザのプロファイル

を用いることにより発見性や意外性の高い商品の推薦を

可能にしている．しかし，協調フィルタリングを用いた手

法では，評価付けされていない新しい商品が推薦できない

first-rater問題が存在する [4]．本稿の RakuTenpoは店舗

ページの回遊を支援することによって，店舗がお勧めする

新商品を見て回ることが可能である．

情報視覚化に関する研究では，森田らが商品の価格情報

やカテゴリ情報を用いて商品を関連づけ，3次元空間上に

関連商品を視覚化している [5]．また，打田らは商品のレ

ビュー情報から商品間の類似度を抽出し，検索中の商品

と類似した商品情報を 2次元空間上に視覚化している [6]．

これらの研究では，商品情報を視覚化する手法を提案する

とともに，視覚化された情報によって商品の特徴が把握し

やすくなることを示している．しかし，商品単位の視覚情

報では EC上の膨大な商品情報を同時に掲示することが難

しいという問題がある．本稿の RakuTenpoは，店舗単位

にまとめた商品情報を視覚化し，多くの商品情報を同時に

ユーザに伝えることを重視している．

2. システム概要

2.1 コンセプト設計

ECサイトにおけるユーザの商品検索行動は，欲しい商

品が明確に定まっているときに行われる参照型情報検索

（Lookup-based Search）と，欲しい商品が曖昧である（また

は決まっていない）ときに行われる探索型検索（Exploratory

Search）の 2種類に分けることができる [7]．参照型情報検

索は具体的な情報（商品名など）をキーワード検索のクエ

リとして検索することが一般的である．一方，探索型検索

は「好みの服が欲しい」などのように検索対象が曖昧な状

態で情報（商品）を探すため，具体的なクエリを初めから

絞ることが難しい．そのため，探索型検索は検索対象の知

識が乏しいときに何を検索すべきか分からない状況に陥る

場合が多いといわれている [7]．

本稿では，嗜好に合った店舗の回遊を容易にし，EC-

Mall におけるユーザの探索的検索を支援するシステム

RakuTenpoを提案する．本稿では具体例として EC-Mall

における実商品のうち最も需要の多い [8]アパレル店舗を

対象とする．アパレル店舗を対象とする理由は，ユーザに

よってアパレル商品*1の嗜好が大きく異なり，その判断基

準も曖昧で個人差があると考えられ，本システムが支援

する探索型検索が行われやすいと考えられるためである．

RakuTenpoでは嗜好に合った店舗の発見を容易にできる

ようにするため，店舗を特徴別にカテゴリ化し，カテゴリ

を階層的に視覚化する．扱う視覚化手法は，階層的な情報

の視覚化に適しているツリーマップを用いる．

また，本システムは各階層の情報をユーザの操作に合

わせてリアルタイムに表示しなければならないため，レ

*1 衣料・服飾品全般を指す言葉として用いている．
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図 1 RakuTenpo とユーザのインタラクション（*1 [9]）

Fig. 1 Interaction between RakuTenpo and the user.

イアウトの再計算などの処理が少ない円形ツリーマップ

（Circulate Treemap）を採用する．また，各階層の情報の視

覚化は，円形ツリーマップと相性の良いドーナッツチャー

トや放射グラデーションなどを用いて表現する．ツリー

マップの最下層に店舗へのリンクを張ることにより，店舗

情報を把握しながら店舗を回遊できるシステムを実現する．

本研究では，以上の要件を満たしたシステム RakuTenpo

と従来の店舗検索システムとで比較実験を行い，視覚化し

た店舗情報の店舗回遊に対する有効性について検討する．

2.2 システム動作

図 1にユーザとRakuTenpoの相互作用の概念図を示す．

本システムでは起動時に「店舗視覚化画面」と「EC-Mall

画面」の 2画面を表示する．店舗視覚化画面は EC-Mallに

おける店舗の特徴と店舗間の関連性を視覚化した画面であ

り，ユーザは視覚化された情報を用いて店舗を検索するこ

とができる．EC-Mall画面は店舗視覚化画面で検索された

店舗ページを表示する画面であり，店舗単位での商品の探

索・閲覧を行うことができる．また，EC-Mall画面では，

キーワード検索やカテゴリ検索などの従来の検索システム

が利用できるため，店舗検索と商品検索を使い分けること

もできる．

本システムでは，視覚化する店舗情報を円形ツリーマッ

プによって表現している．円形ツリーマップとは，バブル

チャートに包含関係を持たせることにより，階層的に情報

を表示できるようにした視覚化手法である．各階層のバブ

ルチャートには放射グラデーションやドーナッツチャート

を適用することで，多くの情報を階層的にユーザへ伝える

ことができる（図 2）．視覚化する情報は 3階層に分けて

表現しており，第 1階層では「取扱商品カテゴリ」，第 2階

層では「レビュア年齢」と「商品テイスト」，第 3階層では

「店舗名」「商品価格帯」「商品数」を表現している．第 3階

層のバブルチャートを選択することによって，選択した情

図 2 視覚化情報を用いたページアクセス（*2 [10]）

Fig. 2 How to access store pages used visualized information.

図 3 RakuTenpo のシステム構成

Fig. 3 System Architecture of RakuTenpo.

報を持つ店舗ページを EC-Mall画面に表示する．ユーザ

は興味を持った情報を選択していくことにより，選択した

情報を持つ店舗ページへアクセスすることができる．

2.3 システム構成

RakuTenpoのシステム構成を図 3 に示す．本システム

は，情報作成モジュール，情報視覚化モジュール，店舗

DB，店舗視覚化画面，EC-Mall画面で構成されている．情

報作成モジュールでは，店舗が扱っている商品情報を取得

し，その情報から店舗の特徴や店舗間の関連性を抽出して

いる．抽出した店舗情報は店舗 DBに格納する．情報視覚

化モジュールでは，店舗 DBに格納した店舗情報を視覚化

し，ユーザの操作に合わせた画面の更新処理を行っている．

具体的な処理内容については次章以降で記述する．
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3. 店舗情報の作成

本システムは，視覚化した店舗情報をユーザの操作に合

わせてリアルタイムに更新しなければならない．しかし，

EC-Mall上の膨大な商品情報から店舗の特徴や店舗間の関

連性を抽出することは時間のかかる作業であり，リアルタ

イムな視覚化処理と並行して行うことが難しい．そこで，

店舗ごとの商品情報を事前に取得し，店舗の特徴や店舗間

の関連性を表す店舗情報を抽出しておく必要がある．本章

では，店舗情報の抽出方法について記述する．

3.1 店舗特徴の定義と抽出

マーケティングの分野では，店舗選択や購買意思決

定における主要因に関する研究が数多く行われてい

る [11], [12], [13]．店舗選択や購買意思決定につながる

ような情報をユーザに提供することによって，効率的な店

舗検索を支援できると考えられる．そこで本研究では，こ

れらの研究で有効とされている要因と EC-Mall上の取得

可能な情報を考慮し，店舗ごとの「商品価格情報」「商品カ

テゴリ情報」「レビュア年齢情報」「商品テイスト情報」を

店舗の特徴として抽出する．本システムでは店舗 iにおけ

る商品価格情報 Pi，商品カテゴリ情報 Ci，レビュア年齢

情報Ri，商品テイスト情報 Ti を以下のような情報として

定義した．各情報のパラメータは本システムにおいて取得

する商品情報である．

商品価格情報 Pi は店舗の最小商品価格および最大商品

価格を表した情報とする．最小商品価格を P i
min，最大商品

価格を P i
maxと表す．商品カテゴリ情報Ciはメンズファッ

ション，レディスファッション，子供服，腕時計，靴，バッ

グ・小物のカテゴリに含まれている商品数の割合とする．各

カテゴリの商品数をCi
man，Ci

lady，Ci
child，Ci

watch，Ci
shoes，

Ci
handy と表す．レビュア年齢情報Ri は 10代男性，20代

男性，30代男性，40代男性，50代以上男性，10代女性，

20 代女性，30 代女性，40 代女性，50 代以上女性の全商

品に対するレビュア数の割合とする．各年齢のレビュア数

を Ri
m10，Ri

m20，Ri
m30，Ri

m40，Ri
m50，Ri

l10，Ri
l20，Ri

l30，

Ri
l40，Ri

l50 と表す．ただし，レビュア情報が不明な店舗は

レビュア年齢情報をすべて 0とする．商品テイスト情報 Ti

はカジュアル，フォーマル，ナチュラル，ストリート，エ

Pi = [P i
min, P i

max] (1){
Ci = [Ci

man , Ci
lady , Ci

child , Ci
watch , Ci

shoes , Ci
handy ]/Csum

Csum = Ci
man + Ci

lady + Ci
child + Ci

watch + Ci
shoes + Ci

handy

(2)

{
Ri = [Ri

m10, Ri
m20, Ri

m30,, Ri
m40, Ri

m50, Ri
l10, Ri

l20, Ri
l30, Ri

l40, Ri
l50]/Rsum

Rsum = Ri
m10 + Ri

m20 + Ri
m30 + Ri

m40 + Ri
m50 + Ri

l10 + Ri
l20 + Ri

l30 + Ri
l40 + Ri

l50

(3)

{
Ti = [T i

casual , T i
fomaru , T i

natural , T i
street , T i

elegant , T i
gorgeous , T i

eu, T i
usa ]/Tsum

Tsum = T i
casual + T i

fomaru + T i
natural + T i

street + T i
elegant + T i

gorgeous + T i
eu + T i

usa

(4)

図 4 階層化したクラスタリングによる店舗の分類

Fig. 4 The classification of stores by layered clustering.

レガント，ゴージャス，ヨーロピアン，アメリカンといっ

た商品テイストの有無に対する割合とする．ただし，各テ

イストの有無は 1と 0の 2値で表すこととし，複数のテイ

ストを持つこともできる．各テイストを T i
casual，T i

fomaru，

T i
natural，T i

street，T i
elegant，T i

gorgeous，T i
eu，T i

usaと表す．以

上を利用して，抽出する店舗情報を式 (1)，(2)，(3)，(4)の

ようなベクトルとして表し，これらを店舗の特徴とする．

3.2 クラスタリングを用いた店舗間の関連性の表現

本システムでは，抽出した店舗の特徴から類似店舗をグ

ループ化して視覚化することによって店舗間の関連性を

表現している．具体的には，抽出した店舗の特徴に非階層

クラスタリングを施し，店舗を機械的に分類する．非階層

クラスタリングには初期値鋭敏性を避けることができる

Canopy法 [14]を適用する．

本システムでは，クラスタリングを 2階層に分けて行う

ことにより，2階層の類似店舗群を作成している（図 4）．

第 1階層では，式 (2)で求めた「商品カテゴリ情報Ci」に

クラスタリングを施すことにより，商品カテゴリに関する

類似店舗群を作成する．第 2階層では，式 (3)で求めた「レ

ビュア年齢情報Ri」と式 (4)で求めた「テイスト情報 Ti」

を合わせた情報にクラスタリングを施すことによって，レ

ビュア年齢と商品テイストに関する類似店舗群を作成する．

4. 店舗情報の視覚化

本システムでは，円形ツリーマップを用いて店舗の情報
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図 5 店舗情報の視覚化

Fig. 5 Visualization of store information.

を視覚化する．円形ツリーマップは 3階層に分けて表現し

ている（図 5）．第 1階層では，3.2節で説明した「商品カ

テゴリに関する類似店舗群」をバブルチャートとして表現

しており，商品カテゴリに関する 1つの類似店舗群を 1つ

の円として表している．また，商品カテゴリ情報は放射グ

ラデーションを用いて視覚化しており，ユーザは円の色の

割合によって店舗群のカテゴリ情報を判断することができ

る．第 2階層では，「レビュア年齢と商品テイストに関す

る類似店舗群」の情報をバブルチャートとして表現してい

る．各店舗群のレビュア年齢情報はドーナッツチャートに

よって視覚化し，商品テイスト情報はテキスト表示によっ

て明記している．レビュア年齢が不明な店舗群に関して

は，ドーナッツチャート全体を灰色で表すことによって，

レビュア情報がないことを表現する．テイスト情報を複数

持つ店舗群は，テイスト名を「・」で分けて表示する．たと

えば，「カジュアル」と「ナチュラル」の情報を持つ場合は

「カジュアル・ナチュラル」のように表示する．第 3階層で

は，店舗の情報をバブルチャートとして表現している．店

舗の取扱商品の数をバブルチャートの大きさに対応させ，

最小商品価格と最大商品価格の平均値をバブルチャートの

色に対応させている．店舗名はバブルチャート内にテキス

トとして表記する．

5. 評価実験

視覚化情報を用いた店舗検索の効果を検証するため，従

来の店舗検索システムと RakuTenpoとの比較実験を行っ

た．今回の実験で利用した EC-Mallは，現在の日本におい

て最も利用者の多い EC-Mallである楽天市場 [6]とした．

楽天市場の店舗検索システムの主な機能は「キーワードで

店舗名を検索する機能」，「店舗リストをレビュー件数順，

開店日順，50音順に並べ替える機能」，「メンズファッショ

ン，靴などのカテゴリで店舗リストを絞る機能」である．

店舗リストには「店舗名」，「レビュー件数」，「取扱商品

数」，「店舗カテゴリ」がテキストで表示されており，店舗

名をクリックすることにより店舗ページにアクセスするこ

とができる．本実験で RakuTenpoが扱う店舗は，情報取

得にかかる時間を考慮しアパレル商品を販売する 76店舗

（最大商品数は 29,225，最少商品数は 561，商品数の平均は

5,292である）を厳選した．また，実験の公平性を考慮し，

従来の店舗検索システム [15]もこの 76店舗のみを検索で

きるように設定を施した．RakuTenpoに必要な商品情報

は，楽天株式会社が提供している楽天 API [16]を用いるこ

とで取得した．商品テイスト情報は，著者らが実際の店舗

ページを閲覧して適切な情報を抽出した．

5.1 実験内容

実験は，普段の生活で ECサイトを利用している 20代～

50代の 30名の男女に対して，「商品を買いたいと思う店舗

を 3店舗探す」という課題を課し，従来の店舗検索システ

ムと RakuTenpoの 2つのシステムをそれぞれ操作しても

らった．被験者の内訳は，ECサイトの利用率が 30代，20

代，40代，50代の順に高いこと [5]を考慮し，20代 10名

（うち女性 6名），30代 12名（うち女性 7名），40代 6名

（うち女性 2名），50代 2名（うち女性 0名）とした．シス

テムの操作順序による影響を防ぐため，両システムの操作

順序を男女ともに毎回入れ替えて実験を行い，被験者が商

品を買いたいと思う店舗を見つけた場合はブラウザのブッ

クマーク機能によって店舗を記録してもらった．また，実

験の様子はビデオ撮影し，両システムにおける店舗ページ

へのアクセス時間とアクセス数を測定した．ここで，1回

あたりのアクセス時間は，店舗ページを見終えてから他の

店舗ページにアクセスするまでの時間とした．また，アク

セス数は嗜好に合った店舗を 1件発見するまでに経由した

店舗数と定義する．

各システム操作後，各システムについてそれぞれ表 1 の

項目でアンケート調査を行い，回答を得た．Q1～Q8のア
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表 1 実験アンケート

Table 1 The experiment questionnaire and its options.

ンケート項目の選択肢は「よくあてはまる（4点）」，「あて

はまる（3点）」，「あまりあてはまらない（2点）」，「あては

まらない（1点）」の 4件法を採用し，曖昧な回答が選ばれ

ないよう中央値を外した．Q9の自由記述では，システム

の良い点や悪い点，感想を記述してもらった．

5.2 アンケート結果

アンケート調査の結果を図 6 に示す．図 6 において，グ

ラフの縦軸は各質問に対する平均評価値を示しており，エ

ラーバーの長さは標準偏差を示している．また，両システ

ムの各質問に対する評価値に有意差があるか分析するため

に，一対の標本による t検定を実施し，両側検定における

P値を求めた．以下，質問項目に関する評価結果について

t検定の結果を基に記述する．

Q1では P値が 1.21× 10−9（p < 0.01）であり，有意差

があることが示され，RakuTenpoのほうが店舗情報（商

品数，価格帯）を把握しながら店舗を探索できることが分

かった．Q2では P値が 1.26 × 10−9（p < 0.01）であり，

有意差が示されたため，RakuTenpoのほうが店舗間の関

連性を把握しながら店舗を探索できることが分かった．Q3

では P値が 2.96 × 10−8（p < 0.01）であり，有意差があ

ることが示されたため，RakuTenpoのほうが嗜好に合っ

た店舗を見つけやすいことが分かった．Q4 では P 値が

8.05× 10−10（p < 0.01）であり，有意差があることが示さ

れたため，RakuTenpoのほうが店舗情報（商品数，価格帯）

を参考にしながら店舗を探索できたことが分かった．Q5で

は P値が 2.88× 10−6（p < 0.01）であり，有意差があるこ

とが示されたため，従来システムのほうが店舗を探索する

ときにストレスを感じることが分かった．Q6では P値が

7.71×10−7（p < 0.01）であり，有意差があることが示され

たため，従来システムを用いた店舗探索のほうが飽きやす

いことが分かった．Q7では P値が 1.59×10−9（p < 0.01）

であり，有意差があることが示されたため，RakuTenpoの

ほうが素早く店舗を探索できると感じた人が多いことが分

かった．Q8では P値が 2.05 × 10−7（p < 0.01）であり，

有意差があることが示されたため，RakuTenpoのほうが

再度使ってみたいと感じた人が多いことが分かった．

5.3 自由記述内容

従来システムに関する自由記述では「レビュー件数順に

店舗を並べ替えられる点が便利だった．（30代女性）」，「い

つも購入する店舗が決まっている場合は扱いやすいと思っ

た．（20代男性）」などの良い点に関する意見が見られた

が，「テキストが多く，店舗の特徴が分かりにくい．（30代

男性）」，「買い手が選ぶための店舗の情報がなかった．（50

代男性）」，「評価が高い店舗は見つけやすいが，そこが欲し

い物を購入するのにベストか分かりにくい．（40代女性）」

といった悪い点に関する意見も多く見られた．また，「文字

が多くストレスを感じた．（30代男性）」「興味のないペー

ジを開くことが多く疲れる（20代女性）」といった従来シ

ステムの情報掲示方法や店舗アクセス性が不快に感じると

いった意見も見られた．

RakuTenpoの自由記述では「丸の大きさや色で表され

た情報が分かりやすくて良かった．（20代女性）」，「店舗

の品数を相対的に把握しやすく便利だった．（30代男性）」

などの視覚化した情報の把握のしやすさに関する意見が多

く見られた．また，「少ない手間で店舗を絞り込めた．（20

代男性）」，「店舗どうしの関連性が分かって，次の候補を

探しやすい．（30代女性）」，「店舗ページを閲覧する前に

品数や価格帯が見られる点が良かった．（20代女性）」など

の視覚化した情報を用いた店舗探索のしやすさに関する意

見も見られた．「操作していて楽しかった．（30代女性，20

代男性など）」といった意見も見られた．しかし，「テキス

ト表示されたジャンルと店舗の商品が一致しない場合があ

る．（30代女性）」，「もう少しカテゴリを細かく分けたほう

が良い．（50代男性）」といったカテゴリの分け方に関する

指摘や「色で見分けることに少し戸惑った．（30代女性）」，

「ドラッグ操作で平行移動したい．（20代男性）」といった

色使いや操作性に関する指摘も見られた．

5.4 店舗ページへのアクセス件数とアクセス時間

本実験では，アンケート調査のほかに，両システムにお

ける店舗ページへのアクセス数とアクセス時間を測定し

た．ただし，男性向け店舗と女性向け店舗の品揃えの偏り

によって男性と女性の測定結果が大きく異なる可能性があ

るため，男性と女性のデータは分けて集計した．

図 7 に店舗ページへのアクセス数の測定結果を示す．グ

ラフの縦軸はアクセス数を示しており，エラーバーは標
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図 6 アンケート結果（** p < 0.01）

Fig. 6 Questionnaire results. ** means p < 0.01.

図 7 店舗ページへの平均アクセス数

Fig. 7 The number of accesses to store pages.

図 8 店舗ページへの平均アクセス時間（** p < 0.01）

Fig. 8 Average access times for store pages. ** means p < 0.01.

準偏差を示している．両システムの平均アクセス数に有

意差があるか分析するため，一対の標本による t検定を実

施した．その結果，両側検定における P値は男性が 0.177

（p > 0.05），女性が 0.253（p > 0.05）であり，男女とも

に有意差があるとはいいきれないことが示された．本実

験では平均アクセス数に関して有意差があるとはいえな

いが，図 7 の結果では平均アクセス数の値は男女ともに

RakuTenpoのほうが少ないといった結果は得られている．

図 8 に店舗ページへのアクセス時間の測定結果を示す．

図 8における縦軸はアクセス時間を示しており，エラーバー

の長さは標準偏差を示している．両システムの平均アクセ

ス時間に有意差があるか分析するため，一対の標本による t

検定を実施した．その結果，両側検定における P値は男性

が 3.24× 10−3（p < 0.01），女性が 5.77× 10−3（p < 0.01）

であり，男女ともに有意差があることが示された．した

がって，図 8 の結果より，男性も女性も RakuTenpoのほ

うが短時間で店舗にアクセスできることが分かり，従来シ

ステムと比較すると男性が 11.1秒，女性が 13.4秒短くなっ

ていた．

6. 考察

6.1 RakuTenpoにおける情報把握のしやすさ

アンケート項目 Q1と Q2の結果より，RakuTenpoは従

来システムより店舗の特徴（商品数，価格帯など）や店舗

間の関連性を把握しやすいことが分かった．図 6 における

Q1とQ2の評価値を見てみると，従来システムではどちら

も 2以下でネガティブな評価が得られており，RakuTenpo

ではどちらも 3以上でポジティブな評価が得られている．

従来システムでは「テキストが多く，店舗の特徴が分かり

にくい」という意見が見られたため，テキストによる情報

の多さが店舗情報の把握を妨げる 1つの要因になっている

と考えられる．一方，RakuTenpoでは「丸の大きさや色で

表された情報が分かりやすい」，「店舗の品数を相対的に把

握しやすい」という意見が見られ，円形ツリーマップを用

いた情報表示が視覚的に分かりやすく，店舗情報の把握に

役に立っていると考えられる．

6.2 RakuTenpoにおける店舗探索のしやすさ

アンケート項目 Q4の結果では，RakuTenpoのほうが

店舗情報を参考にしながら店舗を探索できることが分かっ

た．RakuTenpoへの自由記述では「店舗どうしの関連性

が分かり，次の候補を探しやすい」，「店舗ページを閲覧す

る前に品数や価格帯が見られる点が良い」といった意見も

見られた．この結果と 6.1節の考察より，RakuTenpoのほ

うが店舗の特徴や店舗間の関連性を把握でき，それらの情

報が店舗探索に効果的に利用できる情報であったと考えら

れる．

アンケート項目Q7の結果では，RakuTenpoのほうが素

早く店舗を探索できると感じられることが分かった．実際
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に測定したアクセス時間の平均値（図 8）を両システム間

で比較すると，その差は男性が 11.1秒，女性が 13.4秒で

あり，男女ともに RakuTenpoのほうの平均アクセス時間

が 10秒以上短いという結果が得られた．RakuTenpoでは

似た特徴を持つ店舗が近くに配置された（カテゴリ化され

た）状態になっており，店舗の情報を視覚的にとらえるこ

とができるため，多くの店舗に素早くアクセスできたと考

えられる．一方，従来システムではテキスト表記されたカ

テゴリ情報を閲覧することによって似た特徴を持つ店舗を

把握できるが，1店舗ごとにその情報を読まなければなら

ないため，アクセス時間がかかったと考えられる．評価実

験では被験者に「商品を買いたいと思う店舗（嗜好に合っ

た店舗）を見つけてください」といった検索対象が曖昧な

状態で店舗を探索してもらい，RakuTenpoのほうが素早

く目的が達成できることが示された．RakuTenpoは「嗜

好に合った商品を探したい」といった検索対象が曖昧な場

合に，短時間で店舗にアクセスすることができると考えら

れる．

アンケート Q3の結果から，RakuTenpoのほうが嗜好

に合った店舗を見つけやすいことが分かった．これは，

RakuTenpoのほうが店舗の特徴や店舗間の関連性を容易に

把握でき，店舗ページへより早くアクセスすることができ

るという上述したような店舗探索に対する利点があるため

だと考えられる．しかし，嗜好に合った店舗を見つけても

らう評価実験において店舗ページへのアクセス件数（図 7）

を測定した結果，両システム間に有意差が見られなかった．

RakuTenpoでは「テキスト表示されたジャンルと店舗の

商品が一致しない場合がある」といったカテゴリ分けの不

正確さを指摘する意見が複数人から見られたことから，訪

れた店舗に思っていた商品がない場合があり，RakuTenpo

の店舗ページへのアクセス件数が増えてしまったため，有

意差が現れなかったと考えられる．今回指摘された「テキ

スト表示されたジャンル」とは RakuTenpoの「商品テイ

スト情報」のことであり，今回は著者らが適当だと判断し

た情報を適用した．そのため，被験者と著者らの間で感じ

る商品テイストに差があり，RakuTenpoのカテゴリ分け

が被験者の思うカテゴリと一致しなかったと考えられる．

この問題を改善するためには，商品テイスト情報をさらに

細かくし，多くの人の意見が反映されるようなカテゴリ分

けを実現する必要があると考えられる．

6.3 視覚情報を用いた店舗検索の有効性

6.1と 6.2節より，店舗情報を視覚化することによって情

報を把握しやすくなり，情報を利用しながら店舗を回遊で

きることが示された．また，検索にかかる時間的コストが

低下することも示された．アンケート項目 Q5と Q6の結

果では，RakuTenpoのほうが店舗探索にストレスを感じに

くく，店舗探索に飽きにくいことも示された．これは，「操

作していて楽しい」といった RakuTenpoに関する意見や

「文字が多くストレスを感じた」という従来システムに関

する意見から分かるように，従来システムの情報掲示方法

がネガティブな印象を与え，RakuTenpoにおける情報視

覚化がポジティブな印象を与えたため，このような結果が

得られたと考えられる．また，アンケート項目Q8の結果，

RakuTenpoをまた使ってみたいと思う人が従来システム

より多いことが示され，図 6 におけるその評価値は 3以上

であるため，ポジティブな結果が得られている．一方，従

来システムでは，評価値が 2以下であり，ネガティブな結

果が得られている．これは，上述したような RakuTenpo

の利便性や楽しさが有効的に働いた結果だと考えられ，店

舗ページを訪れる点は同じであるにもかかわらず，被験者

が従 RakuTenpoを用いた店舗検索に価値を見い出したこ

とから，視覚化情報を用いた店舗検索は有効であると考え

られる．ただし，RakuTenpoはアパレル店舗のみを対象

としたシステムであり，本研究で示された結果はアパレル

店舗を対象としたときのシステムの有効性であるため，食

品や雑貨などを主として販売する店舗に対しては，また別

に検討する必要があると考えられる．

7. まとめと今後の課題

従来の Eコマースサイトでは店舗ページへアクセスする

前に店舗の特徴を把握することが難しく，嗜好に合った店

舗ページを探すことが困難であった．本稿では，EC-Mall

における店舗単位の商品探索の利点に着目し，EC-Mall

上の店舗情報を把握しながら店舗を回遊できるシステム

RakuTenpo を提案した．RakuTenpo では，店舗が取り

扱っている商品情報から店舗情報を抽出し，店舗情報を

円形ツリーマップによって視覚化した．視覚化情報を用

いた店舗検索の効果を検証するため，従来の店舗検索シ

ステムと RakuTenpoとの比較実験を行った．その結果，

RakuTenpoでは視覚化情報を用いて店舗を回遊すること

ができ，従来の店舗検索より時間的コストをかけずに店舗

を探すことができることが示された．また，RakuTenpoを

また使ってみたいと思う被験者が多く存在したことから，

視覚化情報を用いた店舗検索が有効であるという見解が得

られた．

しかし，今回の評価実験を通して，RakuTenpoにおける

テキスト表示された店舗ジャンルと実際の店舗の印象が異

なるといった，カテゴリ分けの不正確さに関する問題が新

たに発見された．これは，店舗の商品から感じる印象に個

人差があるためであり，テキスト表示では印象の共有に限

界があると考えられる．店舗の印象をテキスト以外で表現

する方法を今後検討していく必要がある．また，本稿では

一部の店舗を対象としてシステムを構築したが，EC-Mall

上の膨大な店舗をすべて視覚化するためには処理速度の低

下などの問題も発生する．そのため，ユーザに合わせて店
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舗を推薦する機能や，膨大な情報の把握を容易にする視覚

化デザイン手法の実装を検討していく必要があると考えら

れる．
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